
岩国市開発指導課からのお知らせ 

 

１ 開発許可・宅地造成許可等の全ての規模の許可事務を岩国市で行うこととなります。 

現在、岩国市では、１ヘクタール未満の開発許可・宅地造成許可等の事務を行って参りましたが、利便性

の向上や事務処理の迅速化のため、平成 30年４月１日からは、山口県から権限移譲を受け、全ての規模の開

発行為等の許可事務を岩国市で行うこととなります。 

岩国市における開発行為等の許可事務 

〔現在〕                  〔平成 30 年 4 月 1 日以降〕 

許可権者 (申請先) 面積規模  許可権者 (申請先) 面積規模 

岩国市 １ha 未満 
岩国市 全ての規模 

山口県 １ha 以上 

(注) 申請日が平成 30年３月 31日までの申請は山口県の許可事務となります。 

 

２ 岩国南都市計画区域（由宇町・玖珂町・周東町の一部）の開発許可が必要となる規制規模が変わります。 

現在、岩国南都市計画区域では、非線引都市計画区域であるため、都市計画法に基づき 3,000 ㎡以上の開

発行為について許可が必要です。また、旧由宇都市計画区域と旧玖珂都市計画区域では環境を保全し、調和

のとれた土地利用と秩序ある都市形成を目的として、合併前から「由宇町土地開発行為に関する条例」及び

「玖珂町土地開発行為の手続きに関する条例」(以下、「開発行為の承認条例」という。)を定めており、1,000

㎡以上 3,000 ㎡未満の開発行為については承認を受ける必要があります。旧周東都市計画区域においては、

「開発行為の承認条例」は無く法基準による取扱いであったため、3,000 ㎡以上から開発許可を受ける必要

があります。 

この度の権限移譲で事務処理市(全部委任市)になることで、非線引都市計画区域においては条例により許

可が必要な下限を 300 ㎡から 3,000 ㎡の範囲で別に定めることが可能となり、許可を要しない規模を定める

「岩国市開発行為等の許可の基準に関する条例」が制定されたことによって、平成 30年４月１日からは、岩

国南都市計画区域の全域で 1,000 ㎡以上の開発行為を行う場合は、都市計画法に基づく開発許可が必要にな

ります。 

なお、暫定運用している「開発行為の承認条例」は平成 30年３月 31日をもって廃止となります。 

岩国市における開発行為の許可の規制規模 

〔現在〕                  〔平成 30 年 4 月 1 日以降〕 

都市計画

区域名 
区域名称 規制規模 

 

 

 

都市計画 

区域名 
規制規模 

岩国 
市街化区域 

※市街化調整区域を除く 
1,000 ㎡以上 

岩国  

※市街化調整区域を除く 

1,000 ㎡以上 

岩国南 

旧由宇都市計画区域 

（1,000～3,000 ㎡は開発承認） 
1,000 ㎡以上 

岩国南 
旧玖珂都市計画区域 

（1,000～3,000 ㎡は開発承認） 
1,000 ㎡以上 

旧周東都市計画区域 3,000 ㎡以上 

(経過措置) 

１ 旧周東都市計画区域において平成 30 年３月 31日までに現地での造成工事に着手している 1,000 ㎡以上

3,000 ㎡未満の開発行為については、都市計画法に基づく開発許可申請の必要ありませんが、開発事前

相談書及び着手状況のわかる写真の提出が必要となります。 

２ 平成 30 年３月 31 日までに「開発行為の承認条例」に基づく承認を受けた開発行為については、当該開

発行為が完成するまでの間は、従前の条例が適用されますので、平成 30 年４月１日以降に新たに都市 

計画法に基づく開発許可申請は必要ありません。 

 

 

 

お問合せ先 

岩国市 都市建設部開発指導課 開発審査班 

℡ 0827-29-5166  


